
19さやばね ニューシリーズ　No.  28

SAYABANE N. S. No. 28 December 2017
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New Distributional Records of Dytiscid Beetle (Coleoptera, Dytiscidae) from Shikoku, Japan

Kohei wAtAnAbe, Tadashi kitAno and Yuuki kAmite

Abstract. Hydroglyphus flammulatus (Sharp, 1882) and Copelatus takakurai Satô, 1985 are recorded for the first 
time from Shikoku, Japan. With this record, 45 species of Dytiscidae (Coleoptera) are recorded from Shikoku.

四国からは，これまでに 43 種のゲンゴロウ科
が記録されている（森・北山，2002；中島ほか，
2005；出嶋，2007；渡部・久松，2016）．筆者らは，
愛媛県で四国初記録となるゲンゴロウ科 2 種を採
集しているので，ここに報告する．採集地は日当
たりの良い池であり（Fig. 5），両種ともに植物の密
生した水際の浅瀬より採集した．

1．アンピンチビゲンゴロウ  H y d r o g l y p h u s 
flammulatus (Sharp, 1882)

1♂, 愛媛県北宇和郡鬼北町延川 , 4. IX. 2017, 渡部
採集・保管（Figs. 1–2）.

本種は環境省版レッドデータブックにより情報
不足に選定されている（環境省自然環境局野生生
物課希少種保全推進室，2015）．これまでのところ，
隠岐諸島（中ノ島），九州（福岡県，長崎県），八
重山諸島（石垣島，西表島，与那国島）から記録
されており，八重山諸島からは複数個体が確認さ
れているが，九州以北の各地の記録は全て 1 頭ず
つの確認にとどまっている（上手ほか，2003；井
上ほか，2013；深川，2014；林ほか，2015）．今回
の調査においても約 2 時間で 1 頭しか確認できな
かったこと，当地では筆者の一人渡部がこれまで
何度も調査を行ってきた場所であるにも関わらず
初めて確認されたことなどから，同地に定着して
いる可能性は低く，移動性の高い種と推測される．

Takizawa (1933) によりアンピンチビゲンゴロウ
という和名が与えられていた Bidessus antennatus 
Régimbart, 1892 は，Guignotus flammulatus Sharp, 
1854 のシノニム（Guignot, 1959）とされ，さらに
Guignotus 属は Hydroglyphus 属のシノニムとされた

（Biström & Silfverberg, 1981）．
日本においては，上手ほか（2003）が本種を初め

て記録した際に，触角第 10 節に見られる特徴を性的
二型ではなく誤って種の特徴として報告していた．

し か し Regimbart（1899） は B. antennatus の 触 角 第
10 節について，雄は単純であるのに対して，雌は前
方から後方にかけて湾曲すると記述しており，Hájek 
& Wewalka（2009）も，Hydroglyphus flammulatus (Sharp, 
1882) の雌の触角第 10 節の形状と雄の交尾器が類似
種と区別する際に有用な特徴であることを挙げてい
る．したがって，今回得られた雄個体の触角第 10
節は単純であったが，体長，特徴的な上翅の斑紋お
よび雄交尾器の形状から本種と同定した（Vazirani, 
1968；上手ほか，2003；Hájek and Wewalka, 2009）．

なお，上手ほか（2003）で，与那国島与那国町
南牧場で得られた標本を 5♂♂1♀ と報告していた
が，再検討した結果 3♂♂3♀♀ の間違いであった．
また，図 3 に示された触角は雄ではなく雌である
ことが判明した．

2．ヒコサンセスジゲンゴロウ Copelatus takakurai 
Satô, 1985

3♂♂1♀, 愛媛県北宇和郡鬼北町延川 , 4. IX. 2017, 
渡部採集・保管（Figs. 3–4）；1♂, 同所 , 4. IX. 2017, 
北野採集・保管．

本種はこれまで本州（神奈川県，静岡県），九州（福
岡県，佐賀県，長崎県，熊本県，大分県，宮崎県），
屋久島から記録されていたが（木村，1993；坂本・
秋山，2001；2003；多比良・北野，2001；森・北山，
2002；中島，2005；林・藤原，2007；深川，2015；
佐野，2015），四国（愛媛県）にも分布することが
確認された．

本種の生態については不明な点が多いが，他県
における発見事例では林縁や林に囲まれた小規模
でごく浅い水域から確認されており（木村，1993；
多比良・北野，2001；中島，2005；佐野，2015 な
ど），今回のように周囲が樹林で囲まれていない開
放的で日当たりの良い水域（Fig. 5）で複数個体が
得られたことは，本種の生態を解明する上で興味
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深い事例であると考えられる．
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【短報】新潟県におけるエゾゲンゴロウモドキの追
加記録

エゾゲンゴロウモドキ Dytiscus marginalis czerskii 
Zaitzev, 1953 は， 環 境 省 の レ ッ ド リ ス ト 2017 に
おいて絶滅危惧 II 類に選定されている大型（体長
31 ～ 36 mm）のゲンゴロウ科甲虫である（永幡，
2015）．本種は国内では北海道の南部から東部，お
よび長野県，新潟県，栃木県，福島県以北の本州各
県から記録されている（永幡，2015）．分布の南限
付近では特に記録が少なく，記録が未公表とされて
いる長野県の状況は不明であるが，栃木県と福島県
では産地が局地的で極めて少ないことが知られる．

日本海側の南限にあたる新潟県においては，粕
谷（2010）で灯火に飛来した例が公表されている
だけだったが，未公表の産地についてもインター
ネット上に記述が見られ，成虫だけではなく幼虫
も得られているようである（2017 年 9 月時点）．

筆者らは比較的
近年に本種を新潟
県内で得ているの
で，記録を示して
採集時の状況を付
記する．

2♀， 新 潟 県 中
越（ 標 高 500–600 
m）,10. X. 2015, 高
野雄一採集，岩田
泰幸および愛媛大
学ミュージアム収
蔵予定．

本種を含むゲン
ゴロウ科の大型種
の詳細な産地を公
表することは，採
集圧を高める危険
性があることから，
本報告では上記の

ように地名の詳細を伏せた．なお，標本に付した
ラベルには可能な限り詳細な地名を明記してある．

記録個体のうち 1 頭（図 1）は，採集した時点で
ほとんど傷や擦れがなく，その年に羽化した新成
虫と推測される．もう 1 頭は体表面に細かい傷や
擦れがあり，色彩（特に黄色）がくすみ，触角の
欠損も見られたことから，少なくとも 1 年以上前
に羽化したものの生き残りと考えられる．本種は
飼育下では成虫で 2 ～ 3 年ほど生存するとされる

（例えば，都築ほか，2000）．

図1．新潟県産エゾゲンゴロウモド
キ（スケールは1 cm）． 図3．採集地（2015年10月10日，岩田撮影）．

図2．採集地（2017年6月6日，岩田撮影）．


